
第２次地域福祉計画　事業評価　＜まとめ＞

◎ 3 点

○ 2 点

△ 1 点

× 0 点

【地域共生推進課】

事業数 ○（２点） △（１点） ×（０点）

32 ／ 48 点

59 ／ 87 点

33 ／ 48 点

21 ／ 30 点

40 ／ 51 点

185 ／ 264 点

※　再掲含む

各事業評価 総合評価

 計画どおり実施されている 　達成率８５％以上 A

 概ね計画どおりだが、一部未実施 　達成率５１～８４％ B

 大幅に計画から遅れている 　達成率１～５０％ C

 未実施 　達成率０％ D

基本理念：「気づき、つながり、届き、支え合う、たつせがあるまち　　ながくて」

評　　　　　　　価　　　　　（事業数） 総合評価

◎（３点） （合計点/満点＝達成率）

B

B

B

B

B

B

　　　【基本目標１】　
　みんなが「気づく」きっかけ、場があるまち

16 4 8 4 0 67%

　　　【基本目標２】　
　みんなが「つながる」楽しさを知るまち

29 8 14 7 0 68%

　　　【基本目標３】　
　みんなに「届く」安心なまち

16 5 7 4 0 69%

　　　【基本目標４】　
　みんなで「支え合う」喜びを知るまち

10 2 7 1 0 70%

　　　【基本目標５】　
　みんなに「たつせがある」成長できるまち

17 9 5 3 0 78%

全　　体 88 28 41 19 0 70%

資料２－１



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標１　みんなが「気づく」きっかけ、場があるまち）

【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続

基本施策 ○ ２点
改善・見

直し

△ １点 縮小

× ０点 休・廃止

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

R３年目標値
（アクションプラン）

協定活動事業者数を減らさな
い

実績
協力地域見守り協定活動事業
者数　78件

R３年目標値
（アクションプラン）

新規利用人数　8人

実績 2人

R３年目標値
（アクションプラン）

行方不明高齢者登録人数
68人

実績 68人

R３年目標値
（アクションプラン）

認知症サポーター養成講座参
加者数　305人

実績 91人

R３年目標値
（アクションプラン）

ネットワーク事業実施地区数
【累計】1地区

実績 0地区

R３年目標値
（アクションプラン）

生活支援サポーター養成人数
90人

実績 89人

目標値を達成している 現行どおり、事業を継続する

概ね計画どおりだが、目標値を達成していない 事業の見直し、改善を図る

⑴　お互いに見守り、声をかけあえる地域づくり 大幅に計画から遅れている 事業規模を縮小する

⑵　困りごと、悩みごとに気づける体制づくり 未実施 事業を休止・廃止する

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

⑴
長久手市地域見守り事業
旧事業名：地域見守り安心
ほっとライン

市民や市民の家を仕事で回っている事業者
が、ポストに新聞がたまったままになってい
るなどといった異変を見つけた場合に、専用
ダイヤルまで情報を提供してもらう取組を実
施します。

安心安全課 ◎

地域見守り活動協定事業者と連
携し、協力して見守り活動を行え
る体制を維持していくことが必
要。

継続
引き続き、申し出があった事業者と協
定締結を進め、見守り活動を進めて
いく。

－

⑴
認知症高齢者等家族支援事
業

認知症の高齢者などを介護する家族に「発
信機」を貸し出し、行方不明時の迅速な位置
検索、保護を目指します。

長寿課 △

行方不明になる可能性がある認
知症の方が発信器を持ち歩きに
くいとの指摘もあり、利用が限定
される。

改善・見
直し

新規利用人数　4人

利用者数を増やすことだけを目標と
するのではなく、機器の需要があると
考えられる人へ導入を進められるよう
にする。

－

⑴
行方不明高齢者保護ネット
ワーク事業

行方不明になった高齢者を地域の支援を得
て早期に発見できるよう、一斉のメール送信
システムを活用した協力機関の支援体制を
構築します。

長寿課 ◎

登録者は目標数に達したが、行
方不明事案の発生をきっかけに
登録する人は減っていないため、
事前に登録に繋げられるような
工夫が必要。

継続
行方不明高齢者登録人数
目標　80人

－

⑴
認知症理解普及啓発事業
旧事業名：認知症サポーター
養成講座

認知症になっても住み慣れた地域で安心し
て暮らせるよう、認知症サポーター養成講座
を開催し、地域において認知症の正しい理
解を普及啓発します。

長寿課 △

新型コロナウィルス感染症の影
響で認知症サポーター養成講座
が開催できる回数が少なくなり、
参加者数も伸びていない。

継続
認知症サポーター養成講座参加者数　
330人

4-3-(2)

⑴

地域共生社会推進事業（地域
づくり）
旧事業名：地域力強化推進事
業

市民が市民の困りごとを主体的に解決でき
る地域づくりを推進するため、コミュニティ・
ソーシャルワーカー、まちづくり協議会、自
治会、民生委員等様々な分野の関係者と連
携し、要支援者等を平常時から支え合い、
見守るネットワークを構築します。

地域共生推進
課

△

まちづくり協議会、自治会、民生
委員等様々な分野の関係者との
連携が、要支援者等を平常時か
ら支え合い、見守るネットワーク
の構築まで進んでいない。

継続
ネットワーク事業実施地区数
【累計】1地区

1-1-⑴
4-1-⑴
4-2-⑴

⑴ 生活支援体制整備事業

地域の支え合いを推進する生活支援コー
ディネーターを配置し、地域資源の把握や
サービス提供主体をはじめとする関係者間
のネットワーク構築などに取り組むとともに、
地域の高齢者などのちょっとした困りごとへ
のお手伝いをする生活支援サポーターを養
成します。また、サロン等の集いの場の情報
をまとめた「行こ居こガイドマップ」を作成し
ます。

長寿課 ○

コロナ禍の影響で、新規サポー
ターの募集、活動の機会を設け
ることが困難であった。
また、令和3年7月に行った生活
支援サポーター意思確認調査に
より、およそ200人いた登録者の
中から活動の意思がある人を抽
出したことで登録者人数が大きく
減少した。

継続

生活支援サポーター養成人数　100
人

今後も登録者の増加を目指すと共
に、役割と場所を提供し、生活支援サ
ポーターさんの活躍の場を増やして
いく。

1-1-⑴
4-1-⑴



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標１　みんなが「気づく」きっかけ、場があるまち）

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

R３年目標値
（アクションプラン）

マップづくり実施地区数【累計】
10地区

マップづくり実施地区数【累計】
10地区

実績

講座を実施した10地区のうち、
市民主体の活動6地区、行政
と協働による活動2地区の計8
地区にて継続。(2地区は講座
のみ）

現在の2地区については、市民主体
の活動へ移行させ、新規地区での話
し合いを開始する。

R３年目標値
（アクションプラン）

3～4か月児健診受診率
98.0％
パパママ教室2回目参加率
40.0％
離乳食教室参加率
52.0％

実績

3～4か月児健診受診率
97.4％
パパママ教室2回目参加率
31.4%
離乳食教室参加率
71.4%

R３年目標値
（アクションプラン）

SSW　3人

実績 SSW　3人

R３年目標値
（アクションプラン）

－

実績 令和元年度にて事業終了

R３年目標値
（アクションプラン）

調査件数　108件

実績 43件

R３年目標値
（アクションプラン）

65歳以上の独居高齢者及び
後期高齢者世帯

実績 同上

⑴
支え合いマップづくり事業
旧事業名：支え合いマップづく
り

地域の見守り体制の充実を図るため、地域
にどのような困っている人がいて、どのよう
な人と人とのつながりがあり、支え合いが行
われているかを地域と共に再確認し、地域
の課題に取り組む話し合いの場づくりを支
援します。

地域共生推進
課

○

市民主体の活動へ移行できるよ
うに働きかけを実施しているが、
その時期の見極めが課題であ
る。
令和2年度は、移行できる地区が
なく、新規地区での開始できてい
ない。

継続 4-2-⑴

⑴
乳幼児健康診査、パパママ教
室、育児教室

妊娠期から出産後の乳幼児期、その後の子
育ても含め継続的に適切な情報提供を行う
とともに、保護者の育児上の不安や悩みを
話し合える場を提供し、楽しく子育てができ
る環境をつくります。

健康推進課 ○

乳児健診は里帰り期間の延長や
既医療で市の集団健診を受けな
い場合もあり、健診受診率のみ
での評価は困難である。

パパママ教室2回目は申込が無
かったため、教室開催中止となっ
たときがあり、参加率が下回っ
た。
教室の参加を控えている方への
情報提供や相談できる場の提供
が課題である。

継続

3～4か月児健診受診率
目標97％
パパママ教室2回目参加率
目標35%
離乳食教室参加率
目標75%

3～4か月児健診を集団で受診しない
場合、結果の把握や面接を漏れなく
行う。

希望者には、パパママ教室の内容を
保健師が個別で対応していく。親子
健康手帳交付時やホームページ、広
報で周知を行う。

－

⑴
スクールソーシャルワーカーの
必要に応じた拡充

社会福祉等の専門的な知識や技術を有す
るスクールソーシャルワーカーが、様々な課
題を抱えた児童生徒に対し、当該児童生徒
が置かれた環境へ働きかけたり、関係機関
等とのネットワークを活用したりするなど、多
様な支援方法を用いて、課題解決を図りま
す。

教育総務課 ◎ 人材の確保が課題である。 継続 SSW　3人（各中学校区に1人） －

⑵ 地域訪問事業
戸別訪問による市民との直接対話により、
市民ニーズ及び地域課題の把握に努めま
す。

地域共生推進
課

－ 4-2-⑵

⑵
障がいのある人への個別訪問
調査

障害者手帳を所持しているが、福祉サービ
ス等の利用がない人について、個別訪問調
査を実施します。

福祉課 ○

制度の紹介などをしても、そこか
ら利用に結びつかない、毎年訪
問しても生活状況に変化がない
などといった方への伴走支援が
必要だが、それは人的資源の観
点から難しい。

改善・見
直し

調査件数　114件

伴走支援が必要な方への支援体制
について検討を行う。

－

⑵ 高齢者実態把握調査

民生委員・児童委員による訪問調査により、
６５歳以上のひとり暮らし高齢者及び後期高
齢者世帯等、見守りが必要な高齢者世帯を
把握するとともに、関係各課や地域包括支
援センターと情報共有を図り、支援を実施し
ます。

長寿課 △

新型コロナウイルス感染症の影
響で、従来の訪問調査と郵送調
査を併用した。避難行動要支援
者登録も同じ調査票で行ってい
ることもあり、特に郵送調査にお
いては、直接説明できないため
わかりにくさや誤解を生んでいる
可能性がある。

改善・見
直し

避難行動要支援者登録とのわかりに
くさの解消を図るため、調査票自体や
調査項目を見直して、対象者にとって
わかりやすい調査にしていく。

－



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標１　みんなが「気づく」きっかけ、場があるまち）

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

R３年目標値
（アクションプラン）

相談件数【単年】　756件

実績 387回

R３年目標値
（アクションプラン）

依頼に応じ、保育・教育施設へ
の訪問支援を行う。

実績
依頼に応じ、保育・教育施設へ
の訪問支援を実施した。

R３年目標値
（アクションプラン）

訪問及び派遣回数：446回

実績

319回
（内訳）
　まちの保健師（母子）25回
　　　　(成人）130回
　　　　（子ども家庭課）10回
　訪問母子係57回
　　こんにちは（PHN）64回
　　子ども家庭課33回

R３年目標値
（アクションプラン）

相談件数【単年】802件

実績 相談件数【単年】594件

R３年目標値
（アクションプラン）

保健師の派遣回数　525回

実績

319回
（内訳）
　まちの保健師（母子）25回
　　　　(成人）130回
　　　　（子ども家庭課）10回
　訪問母子係57回
　　こんにちは（PHN）64回
　　子ども家庭課33回

B 達成率＝合計点／満点×100％総合評価 ３２／４８点　

⑵
子育てコンシェルジュ事業
旧事業名：保育コンシェルジュ
事業の機能強化

子どもを持つ保護者への保育所等に関する
情報の提供を実施します。また、子どもを持
つ保護者の相談に応じるため、アウトリーチ
での相談事業も実施します。

子ども未来課 ○
保護者の希望に添う保育の選択
肢が、どこもいっぱいな状況で、
案内の選択肢が少ない。

継続

相談件数【単年】　752件
企業主導型保育事業が市内で多く
なっており、当該事業では運営事業
者の児童の他に、地域の児童の入所
枠を設ける事業所もあるため、当該
事業者と連携しながら保育需要の受
皿として活用していく。

2-1-(3)

⑵ 保育所などへの巡回相談

障がいのある児童を対象とした相談支援事
業の相談支援員が、市内の保育所等への
巡回相談を実施します。特に就学前の児童
や保護者に対する支援を行います。

子ども家庭課 ◎

本事業としての巡回相談と、「こ
どもの発達相談室事業」の役割
である訪問、相談との整理につ
いて検討が必要。

改善・見
直し

障がい者自立支援協議会療育支援
体制整備プロジェクトチームにおい
て、「こどもの発達相談室事業」の相
談業務について検討を行っていく。

⑵
産前産後子育て相談員訪問事
業

産前・産後における育児相談の機会を増や
すため、家庭訪問や地域にある公共施設へ
の保健師等の派遣回数を拡充します。

健康推進課 ○

新型コロナウイルス感染拡大予
防のため、公共施設への派遣中
止により、派遣回数の減少が続
いている。育児相談の機会を増
やすため、派遣回数や派遣場所
の拡充が課題である。

継続

訪問及び派遣回数　451回

公共施設以外に子育てサロンへの派
遣希望にも対応していく。

2-1-⑵

⑵
母子保健コーディネーター事
業

妊娠期から子育て期までの支援を今まで以
上に切れ目ないものにするために、妊娠
中、育児中の母親やその家族の様々な相
談に応じます。

健康推進課 ○

妊娠期から子育て期まで切れ目
なく支援していくために、関係機
関と今後も継続的な連携が必
要。

継続

相談件数　795件

支援内容に合わせて、関係機関と連
携して支援をする。

2-1-⑶

⑵ 地域保健活動事業

誰もが、心や身体の様々な心配事を保健師
に気軽に相談することができるよう地域共生
ステーションや児童館、老人憩の家、地域集
会所において保健師の派遣活動を実施しま
す。また、赤ちゃんから高齢者まで必要のあ
る家庭には家庭訪問を実施します。

健康推進課 ○

特定の場所、特定の人の相談だ
けではなく、いろいろな年代の人
の健康相談を受けるためには、
まちの保健師活動の周知が不十
分である。

継続

目標値530回

まちの保健師活動を周知して、健康
相談の件数を増やしていく。

4-3-⑴



令和３年度　長久手市地域福祉計画事業評価シート（基本目標2　みんなが「つながる」楽しさを知るまち）

【事業評価】 【事業方針】

基本施策 ◎ ３点 継続

⑶　地域でつながる楽しいまち ○ ２点
改善・見

直し

△ １点 縮小

× ０点 休・廃止

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

R３年目標値
（アクションプラン）

地域共生ステーション設置数
【累計】4箇所

実績
地域共生ステーション設置数
【累計】4箇所

R３年目標値
（アクションプラン）

10講座

実績

実施講座数　10講座
（公民館講座2講座、ながくて・
学び・アイ講座8講座）
※今後、ながくて・学び・アイ講
座　2講座を開講予定

R３年目標値
（アクションプラン）

2事業

実績 2事業

R３年目標値
（アクションプラン）

ポイント交換者数　580人

実績 280人

R３年目標値
（アクションプラン）

多世代での利用がなされてい
る施設数　1箇所

実績 0箇所

R３年目標値
（アクションプラン）

・いきいきライフパートナー登
録者数　100人
・いきいきライフ推進事業　参
加者数　7,500人（延べ）

実績

・いきいきライフパートナー登
録者数　66人

・いきいきライフ推進事業　参
加者数　4,655人

目標値を達成している 現行どおり、事業を継続する

概ね計画どおりだが、目標値を達成していない 事業の見直し、改善を図る

⑷　いつでも相談できるまちづくり 大幅に計画から遅れている 事業規模を縮小する

⑸　顔のみえるネットワークづくり 未実施 事業を休止・廃止する

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

⑶
地域共生ステーション整備事
業

各小学校区に自治会のほか、地域に根ざした子
供会やシニアクラブ、企業、ＮＰＯ、各種活動団体
等が、地域のために様々な取組を行う拠点となる
施設を整備します。

たつせがある課 ◎

地域共生ステーションの整備に
向けて、設置場所、必要な機能
などについて、市民との協議を繰
り返すため、膨大な時間が必要
である。

継続

地域共生ステーション設置数
【累計】4箇所

地域の課題解決に向けて取り組むま
ちづくり協議会の設立と合わせ、地域
共生ステーションの運営を検討する。

1-1-⑵

⑶ 生涯学習推進事業

公民館の利用促進を図り、生涯学習に関わる団
体や個人が、自主的に活動し、交流機会の充実
を図ることができるよう支援します。また、学んだ
ことを地域活動や市民活動に生かすことができる
よう支援します。

生涯学習課 ◎
新型コロナウイルス感染症の影
響に左右されにくい講座実施方
法の確立が課題である。

継続

10講座

R4年度は、上期の多くが公民館が休
館となる予定であり、ながくて・学び・
アイ講座については9月頃からの開
講予定である。引き続き、新型コロナ
ウイルス感染症対策を行った上で実
施する。

1-2-⑶

⑶ 市民企画支援事業

市民が主体となって行う学習の場を提供し、学ん
だことを教え合うことにより、出会いの機会が生
まれ、人と人がつながるきっかけづくりを行いま
す。また、市民が、学んだことを活かして、地域で
活躍できるよう支援します。

文化の家 ◎

コロナ禍により、交流の場を促進
するために充分な感染症対策を
講じる必要があり、計画が立てに
くいこと。

継続

3事業

これまでどおり、充分な感染症対策を
講じながら、市民が自発的に交流で
きる場を促進していく。

5-1-(2)

⑶

ながくて地域スマイルポイント
事業
旧事業名：ながくて地域スマイ
ルポイントの利用促進

市民活動に参加した市民にポイントを付与し、貯
まったポイントを様々な特典に交換できるようにし
て、地域社会への更なる参加を促します。

福祉課 △

新型コロナウィルスの影響により
市民活動を控える人が多く、事業
登録者、ポイント登録者ともに減
少傾向。
登下校の見守りなど、市民活動
団体によるポイント付与は増加。

継続

ポイント交換者数　600人

市民活動団体が、ポイント付与により
活動が活性化するよう手続きの簡素
化等、柔軟な制度の見直しを行う。

1-1-⑶

⑶
老人憩の家有効活用事業
旧事業名：老人憩の家等既存
施設の有効活用事業

高齢者をはじめ多様な世代の人たちが、歩いて
行ける身近な場所に、地域の人たちと交流できる
老人憩の家等既存施設の有効活用の検討に取
り組みます。

長寿課 △

集会所と隣接している茜憩の家
について、シニアクラブ及び自治
会長と、統廃合を含めた有効活
用に関する意見交換をしたが、
双方にとってメリットが無いため、
具体的な検討が進んでいない。

継続

多世代での利用がなされている施設
数　4箇所

引き続きソフト面も含めた有効活用に
ついて検討していく。

1-1-⑵

⑶ 地域いきいきライフ推進事業
市民や事業者など、地域の様々な主体の意欲や
創意工夫を活かした健康づくりや支え合いに資
するコミュニティの創出を支援します。

長寿課 ○

いきいきライフパートナー登録者
数も増えてはいるが実際の活動
へ繋げていくことが難しい。指導
者としてのフォローアップを強化
することや、活動出来る場探しを
積極的に援助することが必要。
また、健康づくりに対する市民の
主体性が育っていない。行政だ
けが教室を提供するのではなく、
民間との連携も視野に入れる必
要がある。

継続

・いきいきライフパートナー
　登録者数140人
・いきいきライフ推進事業　参加者数
　6,000人（延べ）

いきいきライフパートナー登録者のう
ち、現状2割程度しか実働できていな
い。今後は、いきいきライフパート
ナーの派遣体制を見直し、登録者人
数の増加を目指しながらも、実働人
数の増加も考えていく。

4-3-(2)



令和３年度　長久手市地域福祉計画事業評価シート（基本目標2　みんなが「つながる」楽しさを知るまち）

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

R３年目標値
（アクションプラン）

講座参加者数　1,000人（延
べ）

実績

ゲートキーパー養成講座 29人
体成分分析装置測定　52人
合計　81人
健康測定会（2月実施予定）
※コロナにより事業が縮小さ
れた。

R３年目標値
（アクションプラン）

おたすけたい登録者数
保育園：75人
児童館：65人

実績
おたすけたい登録者数
保育園：88人
児童館：22人

R３年目標値
（アクションプラン）

子育て支援センター利用者数
24,960人

実績 5,226人

R３年目標値
（アクションプラン）

対応件数　20件

実績 3件

【再掲】地域共生社会推進事
業（地域づくり）
旧事業名：地域力強化推進事
業

市民が市民の困りごとを主体的に解決できる地
域づくりを推進するため、コミュニティ・ソーシャル
ワーカー、まちづくり協議会、自治会、民生委員
等様々な分野の関係者と連携し、要支援者等を
平常時から支え合い、見守るネットワークを構築
します。

地域共生推進
課

△ 基本目標１に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

相談件数　4,408件

実績 3,445件

R３年目標値
（アクションプラン）

新規相談件数　100件 新規相談件数　105件

実績 177件
コロナ禍の影響を踏まえつつ本人に
寄り添って事業を継続していく。

R３年目標値
（アクションプラン）

市長申立件数　2件 市長申立件数　2件

実績 市長申立件数　1件
関係機関と連携し、必要な方に制度
利用を案内する。

【再掲】子育てコンシェルジュ
事業
旧事業名：保育コンシェルジュ
事業の機能強化

子どもを持つ保護者への保育所等に関する情報
の提供を実施します。また、子どもを持つ保護者
の相談に応じるため、アウトリーチでの相談事業
も実施します。

子ども未来課 ○ 基本目標１に記載

⑷

⑷

⑶
健康づくり教室事業
旧事業名：健康づくり教室の開
催

生活習慣の改善や介護予防を目的とした健康づ
くり教室（栄養指導、運動指導等）を開催し、参加
者の仲間づくり、健康づくりを推進します。

健康推進課 △

感染症対策のため、多人数が集
まる講座を実施することができ
ず、健康に対する意識の啓発
や、仲間づくりのきっかけとなる
場の提供ができなかった。

改善・見
直し

講座参加者数　500人（延べ）

健康づくり計画の6つの領域に基づ
き、教室等を実施する。他課と重複し
て実施している講は統廃合、集約化
し、継続すべき講座は継続して実施
する。

4-3-⑴

⑶

保育園児童館等地域交流事
業
旧事業名：保育園・児童館等
での地域交流事業

若者から高齢者まで幅広い世代の市民が保育
園や児童館、児童クラブ等の環境整備や行事の
補助などに知識や能力を活かしてボランティアと
して関わり、子どもたちと交流することにより、地
域に根ざした保育園、児童館等を目指します。

子ども未来課 ○

登録をしていただいても、実際に
保育園で活動していない人もいる
ため、施設側から声を掛けている
が、コロナ禍のため連絡できてい
ない。

継続

おたすけたい登録者数
保育園：80人
児童館：70人

今後もおたすけたいとして協力いただ
ける地域の方を募集し、保育園・児童
館との関わり合いを増やしていく。

2-2-(1)

⑶ 子育て支援センター事業
親子の交流の場の提供、子育てなどに関する相
談・援助の実施、地域の子育て関連情報の提
供、子育てに関する講習会などを実施します。

子ども家庭課 △

感染症対策のため、入館者数を
制限した。今後も親子の交流の
場の提供、子育てに関する相談・
情報提供の場を設ける必要があ
る。

継続

子育て支援センター利用者数
24,960人

子育て支援センターで継続して事業
展開をしていく。

2-2-(1)

⑷

地域共生社会推進事業（相談
支援）
旧事業名：多機関協働相談支
援包括化推進事業

複雑化・複合化した課題に的確に対応し、各相談
支援機関を総合的にコーディネートするため、相
談支援包括化推進員を配置し、チームとして包
括的・総合的な相談支援体制を構築します。

地域共生推進
課

△

各相談支援機関等が複雑化・複
合化した課題を持つ世帯を包括
的に支援するための情報共有等
の仕組みづくりが進んでいない。

改善・見
直し

対応件数　20件

包括的な支援のための情報連携の
仕組みづくりを実証実験を行いなが
ら進めていく。

4-1-⑴
4-2-⑵

⑷

障がい者基幹相談支援セン
ター事業
旧事業名：基幹相談支援セン
ター事業

障がいのある人のライフステージに合った適切で
一貫した支援ができるよう、基幹相談支援セン
ターにおいて、人材育成、虐待防止、困難事例へ
の支援や関係機関との連携強化を行います。

福祉課
子ども家庭課

○
相談人数・件数が増加している
が、担い手である相談支援専門
員が不足している。

改善・見
直し

相談件数　4,412件

増加するニーズに対応した相談支援
体制の確保方策を検討する。

4-1-⑴

⑷
生活困窮者自立支援事業
旧事業名：生活困窮者への支
援

生活困窮状態から早期に脱却することを目指し、
包括的かつ継続的な支援として、自立相談支
援、就労支援、家計改善支援、学習支援、個別
訪問を行います。

福祉課 ◎
コロナ禍の影響による相談が増
加しており、相談員への負担が
増えている。

継続 4-1-⑴

⑷ 権利擁護支援センター事業

尾張東部権利擁護支援センターへの委託によ
り、判断力が不十分な認知症の高齢者、知的障
がいや精神障がいのある人の財産や権利を守る
ための支援を実施します。

長寿課
福祉課

－
適切な市長申立に係る相談対応
及び事務負担が大きい。

継続 －



令和３年度　長久手市地域福祉計画事業評価シート（基本目標2　みんなが「つながる」楽しさを知るまち）

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

R３年目標値
（アクションプラン）

児童発達支援センター　1か所
設置

実績
令和3年10月1日開所
1か所設置済

R３年目標値
（アクションプラン）

家庭相談員　3人

実績 家庭相談員　2人

【再掲】産前産後子育て相談
員訪問事業

産前・産後における育児相談の機会を増やすた
め、家庭訪問や地域にある公共施設への保健師
等の派遣回数を拡充します。

健康推進課 ○ 基本目標１に記載

【再掲】母子保健コーディネー
ター事業

妊娠期から子育て期までの支援を今まで以上に
切れ目ないものにするために、妊娠中、育児中
の母親やその家族の様々な相談に応じます。

健康推進課 ○ 基本目標１に記載

【再掲】地域保健活動事業

誰もが、心や身体の様々な心配事を保健師に気
軽に相談することができるよう地域共生ステー
ションや児童館、老人憩の家、地域集会所にお
いて保健師の派遣活動を実施します。また、赤
ちゃんから高齢者まで必要のある家庭には家庭
訪問を実施します。

健康推進課 ○ 基本目標１に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

相談件数　200件（延べ）

実績

こころの相談室相談件数
93件
相談の啓発のため、親子健康
手帳交付時にチラシの配布、
広報2月号にチラシを折り込予
定。

【再掲】スク ールソーシャ ル
ワーカーの必要に応じた拡充

社会福祉等の専門的な知識や技術を有するス
クールソーシャルワーカーが、様々な課題を抱え
た児童生徒に対し、当該児童生徒が置かれた環
境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワーク
を活用したりするなど、多様な支援方法を用い
て、課題解決を図ります。

教育総務課 ◎ 基本目標１に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

相談件数　4,200人

実績 3,864人

R３年目標値
（アクションプラン）

多職種連携事業参加者数　
980人

多職種連携事業参加者数1,010人

実績 697人
多職種連携事業に参加する専門職
の輪をさらに広げられるように検討し
ていく。

⑷

⑷

⑷

⑷

⑷
児童発達支援センター整備事
業

市の中核的な療育施設として、児童発達支援セ
ンター （すぎのこ教室を含む）を上郷保育園や上
郷児童館と一体的に整備し、障がいのある児童
が身近な地域で安心して療育を受けることができ
る体制を構築します。

子ども家庭課 ◎ 整備事業については完了 2-1-⑴

⑷
家庭児童相談事業
旧事業名：家庭児童相談の充
実

子どもの養育等、様々な困難に直面している家
庭を総合的に支援します。要保護児童等への支
援をはじめ、ＤＶ防止対策の充実を図ります。

子ども家庭課 ○

令和3年11月現在相談件数106
件。各相談員が専門性を発揮し
て相談業務に当たることが出来
た。コロナによる精神的な悩み等
に対応した。

継続

家庭相談員　3人

今後も虐待やDVを防止するため家
庭支援を行っていく。

2-1-⑴

⑷ 精神保健福祉事業

こころの悩みを持つ人やその家族からの相談に
応じ、必要に応じて医療機関の紹介や適切な
サービスが受けられるよう支援し、こころの悩み
を持つ人が地域の中で、その人らしく自立して生
活できるように支援します。

健康推進課 △

感染症の流行により、対面での
相談を実施しづらい状況があり、
相談希望はあるものの、実際に
相談に訪れる件数が減少した。

継続

相談件数　200件（延べ）

電話、面接での相談の継続。事業の
周知のため、事業でのチラシの配
布、広報にチラシの折り込みを実施し
ていく。

－

⑷
地域包括支援センターの活動
推進

地域の高齢者の総合相談、権利擁護や地域の
支援体制づくり、介護予防などの必要な援助を行
い、高齢者の健やかな暮らしを包括的に支援し
ます。

長寿課 ○

地域包括支援センターへの相談
件数が増加し続けており、セン
ターが担っている業務の効率化
や支援ネットワークを強化するこ
とにより自助・互助の力を高める
ことが必要になっている。

継続

相談件数　4,400人

今後も包括支援センターには、総合
相談窓口として幅広い分野の相談を
受け付け、適した場所へ繋ぐ役割を
担ってもらう。

－

⑸ 在宅医療・介護連携推進事業
医療・介護・福祉の専門職等が顔の見える関係
を作りながら、お互いに学びや気づきを深め、ＩＣ
Ｔも活用しながら職種間の連携を推進します。

長寿課 ○

R2年度に専門部会の再編を行っ
たが、コロナ禍もあり、多人数で
集まる事業の見直しを行い、R3
年度からはICTを活用した活動を
行った。

継続 －



令和３年度　長久手市地域福祉計画事業評価シート（基本目標2　みんなが「つながる」楽しさを知るまち）

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

R３年目標値
（アクションプラン）

関係機関と連携して支援した
件数　36件

実績 30件

R３年目標値
（アクションプラン）

前年度より登録会員数が増え
る。

実績

登録会員数
　依頼会員　550人
　援助会員　75人
　両方会員147人
活動件数  1,311件

R３年目標値
（アクションプラン）

地域学校協働本部設立数
【累計】1校

実績 【累計】1校

R３年目標値
（アクションプラン）

障がい福祉関係者連絡会　
2回開催

実績
障がい福祉関係者連絡会　
2回開催

【再掲】生活支援体制整備事
業

地域の支え合いを推進する生活支援コーディ
ネーターを配置し、地域資源の把握やサービス
提供主体をはじめとする関係者間のネットワーク
構築などに取り組むとともに、地域の高齢者など
のちょっとした困りごとへのお手伝いをする生活
支援サポーターを養成します。また、サロン等の
集いの場の情報をまとめた「行こ居こガイドマッ
プ」を作成します。

長寿課 ○ 基本目標１に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

研修会実施回数　3回

実績
2回
（年度内に3回実施予定）

B 達成率＝合計点／満点×100％

⑸

総合評価 ５９／８７点　

⑸
こどもの発達相談室事業
旧事業名：療育支援体制構築
事業

出生から就園、就学、就業へと切れ目のない療
育支援体制の整備、保健・医療・福祉・保育・教
育といった関係機関との連携強化を目的に設置
します。児童の発達に関する相談窓口の充実、
早期療育へのつなぎを行います。

子ども未来課
子ども家庭課

福祉課
健康推進課
教育総務課

○

各関係機関の役割の大枠を確認
することができた。細かな役割分
担や運用方法等ついての調整が
必要。

継続

関係機関と連携して支援した件数　
36件

既存の制度では支援が届きにくい部
分についての洗い出し、支援方針の
検討が必要。引き続き関係機関との
連携強化を行う。

2-1-⑴

⑸
ファミリー・サポート・センター
事業

地域の中で、仕事と育児の両立等、安心して子
育てできるよう、育児の援助をしたい人（援助会
員）と援助を受けたい人（依頼会員）による相互
援助活動を行います。

子ども家庭課 ○

前年度実績（R2.11月末）
登録会委員数：依頼会員558人、
援助会員75人、両方会員147人、
活動件数1259件。利用希望はあ
るものの、利用率は低い状況に
ある。

継続
前年度より登録会員数が増えるよう、
事業の周知に取り組んでいく。

－

⑸ 地域学校協働活動事業

学校、保護者、地域がともに連携し、登下校時の
見守りや、授業中における障がいのある子など
の支援を行い、地域全体で未来を担う子どもたち
の成長を支えていきます。

教育総務課 ◎
・本部員の拡大
・土曜塾及び課外活動支援の協
力者の確保

継続

地域学校協働本部設立数
【累計】1校

令和5年度の2校目設立に向け、学区
の選定、設立準備、協力者の確保等
を行う。

2-2-⑴

⑸ 障がい者自立支援協議会
地域の障がい福祉に関するネットワークの構築
等について、長久手市障がい者自立支援協議会
で協議します。

福祉課 ◎
場は設けることができたが、つな
がりづくりという面は、まだ不十分
である。

継続

障がい福祉関係者連絡会　2回開催

場づくりやテーマ設定などを工夫して
いく。

－

⑸
保幼小中交流事業
旧事業名：幼稚園・保育園・小
学校・中学校の連携事業

園児と児童及び児童と生徒の交流カリキュラム
の充実や職員間の交流研修、保育園・幼稚園、
小学校、中学校間の情報共有と積極的な就学相
談に取り組みます。

教育総務課 ○

新型コロナウイルス感染症の拡
大により開催できなかったり、職
員等の予定をあわせるのが大変
である。

継続

研修会実施回数　3回

継続して情報交換会を開催し、連携
を強化していく。

2-1-⑴



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標３　みんなに「届く」安心なまち）

【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続

基本施策 ○ ２点
改善・見

直し

△ １点 縮小

× ０点 休・廃止

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

【再掲】地域共生社会推進事
業（相談支援）
旧事業名：多機関協働相談支
援包括化推進事業

複雑化・複合化した課題に的確に対応し、各相談
支援機関を総合的にコーディネートするため、相
談支援包括化推進員を配置し、チームとして包
括的・総合的な相談支援体制を構築します。

地域共生推進
課

△ 基本目標２に記載

【再掲】障がい者基幹相談支
援センター事業
旧事業名：基幹相談支援セン
ター事業

障がいのある人のライフステージに合った適切で
一貫した支援ができるよう、基幹相談支援セン
ターにおいて、人材育成、虐待防止、困難事例へ
の支援や関係機関との連携強化を行います。

福祉課
子ども家庭課

○ 基本目標２に記載

【再掲】生活困窮者自立支援
事業
旧事業名：生活困窮者への支
援

生活困窮状態から早期に脱却することを目指し、
包括的かつ継続的な支援として、自立相談支
援、就労支援、家計改善支援、学習支援、個別
訪問を行います。

福祉課 ◎ 基本目標２に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

ドライバー認定講習修了者数
10人

実績 12人

【再掲】成年後見センター事業

尾張東部権利擁護支援センターへの委託によ
り、判断力が不十分な認知症の高齢者、知的障
がいや精神障がいのある人の財産や権利を守る
ための支援を実施します。

長寿課
福祉課

－ 基本目標２に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

病児・病後児保育施設　2か所

実績
病児・病後児保育施設　2か所
（利用人数　586人）

【再掲】地域包括支援センター
の活動推進

地域の高齢者の総合相談、権利擁護や地域の
支援体制づくり、介護予防の必要な援助等を行
い、高齢者の健やかな暮らしを包括的に支援し
ます。

長寿課 ○ 基本目標２に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

障がい者編3,500部、高齢者編
2,000部、子育て編5,200部作
成

実績
障がい者編3,500部、高齢者編
2,000部、子育て編5,200部作
成予定

目標値を達成している 現行どおり、事業を継続する

概ね計画どおりだが、目標値を達成していない 事業の見直し、改善を図る

⑹　困っている人を包括的に支える体制づくり 大幅に計画から遅れている 事業規模を縮小する

⑺　ずっと住み慣れた地域で元気に暮らせる環境づくり 未実施 事業を休止・廃止する

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

⑹

⑹

⑹

⑹

⑹

⑹ 福祉有償運送事業

高齢者、障がい者などの移動制約者の移動手段
として、ＮＰＯ法人などによる実費の範囲内での
移送サービスを支援します。また、福祉有償運送
ドライバー認定講習会を開催し、ドライバー不足
を解消するとともに、ボランティアドライバーの育
成を目指します。

福祉課 ◎
育成した担い手の働く場となる
障がい事業所等の体制整備が
難しい。

継続

ドライバー認定講習修了者数 10
人

引き続き、講習会を実施しつつ、
修了者と事業所へのマッチングを
強化していく。

－

⑹ 病児・病後児保育事業

児童の病気時や回復期で集団保育が困難であ
り、保護者も就労などで保育できない時に利用で
きる保育サービスとして、病児・病後児保育を実
施します。

子ども未来課 ◎
コロナ禍においても、利用者が
戻っており、特に問題はない。

継続
市内・市外2か所の病児・病後児
保育施設について、今後も事業の
周知を図っていきたい。

－

⑺ ながくて福祉ガイドの作成
障がい、高齢者、子育てに関する各種相談や手
当・助成制度、支援に関する情報についてわかり
やすくまとめた冊子を作成します。

福祉課
長寿課

子ども未来課
子ども家庭課

◎
高齢者や障がい者が見やすいＵ
Ｄフォントの導入ができなかっ
た。

継続

障がい者編3,500部、高齢者編
2,000部、子育て編5,200部作成

使いやすさ、見やすさに配慮・工
夫をしたＵＤフォントを使用したガ
イドの作成を行う。

－



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標３　みんなに「届く」安心なまち）

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

【再掲】地域いきいきライフ推
進事業

市民や事業者など、地域の様々な主体の意欲や
創意工夫を活かした健康づくりや支え合いに資
するコミュニティの創出を支援します。

長寿課 ○ 基本目標２に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

－

実績
H30、R1延べ利用人数
2,183人

R３年目標値
（アクションプラン）

R2赤カード発行数　977枚

実績 R3赤カード発行数　814枚

【再掲】認知症高齢者等家族
支援事業

認知症の高齢者などを介護する家族に「発信機」
を貸し出し、行方不明時の迅速な位置検索、保
護を目指します。

長寿課 △ 基本目標１に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

165人

実績 165人

R３年目標値
（アクションプラン）

配食サービス利用者数　235人

実績 218人

【再掲】健康づくり教室の開催
生活習慣の改善や介護予防を目的とした健康づ
くり教室（栄養指導、運動指導等）を開催し、参加
者の仲間づくり、健康づくりを推進します。

健康推進課 △ 基本目標２に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

－

実績 子育て支援アプリの活用

【再掲】こどもの発達相談室事
業
旧事業名：療育支援体制構築
事業

出生から就園、就学、就業へと切れ目のない療
育支援体制の整備、保健・医療・福祉・保育・教
育といった関係機関との連携強化を目的に設置
します。児童の発達に関する相談窓口の充実、
早期療育へのつなぎを行います。

子ども未来課
子ども家庭課

福祉課
健康推進課
教育総務課

○ 基本目標２に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

健康マイレージ優待カード発行
者数　290人

健康マイレージ優待カード発行者
数　　310人

実績 134人

従来の各種講座でのPRや市内の
企業や大学への周知に加え、導
入したアプリの周知にも努めてい
く。

B 達成率＝合計点／満点×100％

⑺

⑺

⑺

⑺

総合評価 ３３／４８点　

⑺ 高齢者等乗合タクシー事業

最寄りのバス停や駅への移動が困難な高齢者等
のため、他の人と乗り合いで利用するタクシーを
運行し、ドア・トゥ・ドアの市内移動の支援を図り
ます。

長寿課 －

H30及びR1に実証実験を行った
が、既存の公共交通を利用でき
ない移動困難者の外出促進とい
う所期の目的を達成できなかっ
たため、R2に事業化を断念し
た。

休・廃止 6-1-⑴

⑺ あったかぁど事業

高齢者の社会参加、外出を促進し、健康寿命を
のばしてもらうため、長久手温泉ござらっせの優
待、Ｎ－バスの無料利用及び協賛店での特典利
用ができる取組を実施します。

長寿課 ○
R4から高齢者のN-バス利用が
無料でなくなることから、あった
かぁどを持つメリットが減る。

縮小
今後のあったかぁどの在り方（顔
写真付きのカードである必要があ
るかどうか等）を検討していく。

－

⑺ 緊急通報システム事業

一人暮らしの高齢者等の日常生活における不安
を軽減し、安心して生活できるようにするために、
緊急通報システムを貸出し、緊急時だけでなく、
センターが定期的な安否確認を行います。

長寿課 ◎
通報のみであり、見守り機能が
欠けている。また、協力員2名の
確保が難しい場合がある。

改善・見
直し

見守り機能の付加や協力員の体
制など、より安心感を高めたサー
ビスが提供できるよう、プロポーザ
ルにより事業実施者を選定する。

－

⑺ 食の自立支援事業

調理等日常生活に支障のある一人暮らしの高齢
者等の健康の保持、食生活の改善、日常生活の
助長を図るとともに、安否確認を行うため、給食
の宅配を行います。

長寿課 ○
個々の案件により、事業実施の
可否の判断が難しいことがあ
る。

継続

配食サービス利用者数　250人

判断基準の精度を上げながら、事
業を継続していく。

4-3-⑵

⑺ 子育て情報発信事業
妊娠・出産・子育て等の情報を円滑に得ることが
できるようにするため、関連情報を整理し、一元
的に提供する仕組みづくりを行います。

子ども未来課
子ども家庭課
健康推進課

○ 掲載内容の充実 継続
子育て支援アプリを活用し、子育
てに関する行政サービス等の案
内を発信する

－

⑺ 健康マイレージ事業

生活習慣の改善につながる運動、各種検診の受
診、健康講座、イベント、スポーツ教室等の「健康
づくりメニュー」を取り組んだ人にマイレージ（ポイ
ント）を付与します。マイレージを様々な特典に交
換することにより、健康づくりにチャレンジする人
を支援します。

健康推進課 △

新型コロナウイルスの影響によ
る外出機会及び直接周知する事
業等の減少に伴い、達成者が減
少した。今後はHP等対面しない
周知にも努める必要がある。

継続 4-3-⑴



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標４　みんなで「支え合う」喜びを知るまち）

【事業評価】 【事業方針】

◎ ３点 継続

基本施策 ○ ２点
改善・見

直し

△ １点 縮小

× ０点 休・廃止

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

【再掲】支え合いマップづくり事
業
旧事業名：支え合いマップづく
り

地域の見守り体制の充実を図るため、地域にど
のような困っている人がいて、どのような人と人と
のつながりがあり、支え合いが行われているかを
地域と共に再確認し、地域の課題に取り組む話
し合いの場づくりを支援します。

地域共生推進
課

○ 基本目標１に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

認知症カフェの開催回数
30回

認知症カフェの開催回数　30回

実績 18回
今後はカフェ開催の方法、形態を
検討しながら継続を図る。

【再掲】保育園児童館等地域
交流事業
旧事業名：保育園・児童館等
での地域交流事業

若者から高齢者まで幅広い世代の市民が保育
園や児童館、児童クラブ等の環境整備や行事の
補助などに知識や能力を活かしてボランティアと
して関わり、子どもたちと交流することにより、地
域に根ざした保育園、児童館等を目指します。

子ども未来課 ○ 基本目標２に記載

【再掲】生活支援体制整備事
業

地域の支え合いを推進する生活支援コーディ
ネーターを配置し、地域資源の把握やサービス
提供主体をはじめとする関係者間のネットワーク
構築などに取り組むとともに、地域の高齢者など
のちょっとした困りごとへのお手伝いをする生活
支援サポーターを養成します。また、サロン等の
集いの場の情報をまとめた「行こ居こガイドマッ
プ」を作成します。

長寿課 ○ 基本目標１に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

市民によるコロナ禍における
避難所開設訓練の実施

実績
６小学校区で市内一斉避難所
開設訓練を実施できた。

R３年目標値
（アクションプラン）

自主防災倉庫設置数【累計】
57地区

実績 57地区

【再掲】ファミリー・サポート・セ
ンター事業

地域の中で、仕事と育児の両立等、安心して子
育てできるよう、育児の援助をしたい人（援助会
員）と援助を受けたい人（依頼会員）による相互
援助活動を行います。

子ども家庭課 ○ 基本目標２に記載

目標値を達成している 現行どおり、事業を継続する

概ね計画どおりだが、目標値を達成していない 事業の見直し、改善を図る

⑻　気軽に「困った」と言えるまちづくり 大幅に計画から遅れている 事業規模を縮小する

⑼　お互いさまの地域づくり 未実施 事業を休止・廃止する

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

⑻

⑻

⑻

⑼

⑻ 認知症カフェ事業

認知症の当事者、家族、地域の人及び専門職が
カフェのような外に開かれた、なごやかな場で自
由に集い、交流を楽しみながら、認知症を地域で
支えていくためのつながりや取組を創出します。

長寿課 ○
認知症カフェを円滑かつ持続可
能な形で運営していくためのノウ
ハウの蓄積や支援体制の整備

継続 －

⑼ 市内一斉防災訓練

市内全ての小学校を会場として、一斉に避難訓
練や避難所運営訓練などを行い、個人、地域、
行政、それぞれの役割を確認し、課題を発見する
ことで、本市全体の防災力を高めます。

安心安全課 ◎
市民主体となるように実施してい
く必要がある。

継続
地域住民に協力を求めて、より市
民主体となるように開催していく。

－

⑼
自主防災活動支援事業
旧事業名：避難所運営ゲーム
（HUG）推進

地域の自主防災活動の活性化のため、自主防
災組織が開催する防災講習会や防災資機材の
貸与等の活動支援を行います。

安心安全課 ◎
コロナ禍における自主防災講習
会の実施方法の検討が必要。

継続

自主防災倉庫設置数【累計】
58地区

地域の自主防災活動が活発にな
るように仕掛けを行い、自主防災
倉庫の設置数を増やしていく。

4-1-⑵



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標４　みんなで「支え合う」喜びを知るまち）

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

R３年目標値
（アクションプラン）

避難行動要支援者登録者数
【単年】　
高齢者：－
障がい者：380人

避難行動要支援者登録者数【単
年】　障がい者：390人

実績

R3は未集計

（参考）R2
高齢者：1,575人
障がい者：349人

避難行動要支援者の登録と同時
に、個別支援計画が策定できるよ
う調査方法の見直しを含めて検討
していく。

R３年目標値
（アクションプラン）

有償ボランティア（支援者）に
よる支援回数　2,600回

有償ボランティア（支援者）による
支援回数　2,700回

実績 1,649回

支援回数を保ち続けることに加
え、生涯学習誌等で呼びかけを行
い、活発に活動できる支援者数を
増やしていきたい。

【再掲】認知症理解普及啓発
事業
旧事業名：認知症サポーター
養成講座

認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮
らせるよう、認知症サポーター養成講座を開催
し、地域において認知症の正しい理解を普及啓
発します。

長寿課 △ 基本目標１に記載

B 達成率＝合計点／満点×100％

⑼

総合評価 ２１／３０点　

⑼ 避難行動要支援者登録事業

一人暮らし高齢者、障がい者など、災害などの緊
急時に支援を要する人を要支援者として登録し、
あらかじめ支援団体などに情報提供することで、
要支援者が安心して暮らせる環境をつくります。

長寿課
福祉課

○

心身の状況等により登録の必要
性が高いと思われる方が未登録
の場合、登録勧奨や支援をどの
ように行うかが課題。

改善・見
直し

4-1-⑴

⑼ ワンコインサービス事業

高齢者の軽度な困りごとを地域の有償ボランティ
アの人が支援する取組を通して、誰もが地域の
中で支え合って安心して暮らせるまちへのきっか
けをつくります。

長寿課 ○

高齢化して減少しつつある支援
者に対して、利用者数は伸びて
きており、今後のマッチングが難
しくなってくる可能性がある。

継続 4-2-⑴



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標５　みんなに「たつせがある」成長できるまち）

【事業評価】 【事業方針】

基本施策 ◎ ３点 継続

⑽　一人ひとりが考え、学び、成長する機会づくり ○ ２点
改善・見

直し

△ １点 縮小

⑿　人づくりからはじまるまちづくり × ０点 休・廃止

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

【再掲】地域共生ステーション
整備事業

各小学校区に自治会のほか、地域に根ざした子
供会やシニアクラブ、企業、ＮＰＯ、各種活動団
体等が、地域のために様々な取組を行う拠点と
なる施設を整備します。

たつせがある課 ◎ 基本目標２に記載

R２年目標値
（アクションプラン）

大学連携事業　実施件数　28件

R２実績 16件

【再掲】生涯学習推進事業

公民館の利用促進を図り、生涯学習に関わる団
体や個人が、自主的に活動し、交流機会の充実
を図ることができるよう支援します。また、学んだ
ことを地域活動や市民活動に生かすことができ
るよう支援します。

生涯学習課 ◎ 基本目標２に記載

【再掲】市民企画支援事業

市民が主体となって行う学習の場を提供し、学
んだことを教え合うことにより、出会いの機会が
生まれ、人と人がつながるきっかけづくりを行い
ます。また、市民が、学んだことを活かして、地
域で活躍できるよう支援します。

文化の家 ◎ 基本目標２に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

年1回開催　参加者60人 年1回開催　参加者100人

実績 1月に開催　参加者31人
幅広い年代の市民が、様々な視点か
ら福祉を考えることができるよう、講
師・内容を検討していく。

R３年目標値
（アクションプラン）

移動支援事業従事者養成研修終了
者数【累計】　15人

移動支援事業従事者養成研修終了
者数【累計】　20人

実績 【累計】　20人
地域のニーズを確認しながら、引き続
き、移動支援事業従事者を養成して
いく。

【再掲】地域共生社会推進事
業（地域づくり）
旧事業名：地域力強化推進事
業

市民が市民の困りごとを主体的に解決できる地
域づくりを推進するため、コミュニティ・ソーシャ
ルワーカー、まちづくり協議会、自治会、民生委
員等様々な分野の関係者と連携し、要支援者等
を平常時から支え合い、見守るネットワークを構
築します。

地域共生推進課 △ 基本目標１に記載

【再掲】ながくて地域スマイル
ポイント事業
旧事業名：ながくて地域スマイ
ルポイントの利用促進

市民活動に参加した市民にポイントを付与し、
貯まったポイントを様々な特典に交換できるよう
にして、地域社会への更なる参加を促します。

福祉課 △ 基本目標２に記載

目標値を達成している 現行どおり、事業を継続する

概ね計画どおりだが、目標値を達成していない 事業の見直し、改善を図る

⑾　みんなに役割と居場所がある地域づくり 大幅に計画から遅れている 事業規模を縮小する

未実施 事業を休止・廃止する

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

⑽

⑽

⑽

⑽

⑾

⑽
学生まちづくり活動支援事業
旧事業名：学生の社会貢献活
動を支援する取組

市内４大学および周辺大学と連携し、大学の持
つ知的財産や人材、学生の持つ若い力を生か
すための仕組みづくりに取り組み、学生のまち
づくり活動を支援します。

たつせがある課 △

コロナウイルスの影響で大学に
よっては地域活動への制限もあ
り、これまでどおりの活動実施
が困難である。

継続

大学連携事業　実施件数　35件

コロナ禍の状況での連携方法を検討
していく。

1-2-⑵

⑽ 地域福祉推進のための講演会
地域福祉及び地域福祉計画への理解を深めて
いただくため、地域福祉推進のための講演会を
開催します。

地域共生推進課 ○

参加する年代が限定的で、市
民にとって、地域福祉は身近な
問題として捉えやすくなるような
テーマの設定が課題である。

継続 －

⑽
障がい者外出支援事業
旧事業名：移動支援の支援員
の人材育成

障がいのある人の移動を支援するために、移動
支援の支援員についての養成研修の実施や、
本市独自の認定制度を設けるなど、障がいのあ
る人の移動を支援する人材の育成を図ります。

福祉課 ◎
すべての障がいに対応した研
修が実施できていない。

継続 4-1-⑴



令和３年度　長久手市地域福祉計画　事業評価シート（基本目標５　みんなに「たつせがある」成長できるまち）

事業名 取組 担当課 事業評価 課題 事業方針
R４年度目標・
今後の方向性

アクション
プラン

基本施策 目標及び実績（R3.11末時点）

R３年目標値
（アクションプラン）

農作業に携わった障がいのある人
の人数　30人

農作業に携わった障がいのある人の
人数　30人

実績 38人
引続き、収穫した農作物の販売機会
の提供を行う。必要に応じて、事業所
及び農業者等のマッチングを行う。

【再掲】ワンコインサービス事
業

高齢者の軽度な困りごとを地域の有償ボラン
ティアの人が支援する取組を通して、誰もが地
域の中で支え合って安心して暮らせるまちへの
きっかけをつくります。

長寿課 ○ 基本目標４に記載

R３年目標値
（アクションプラン）

会員数　556人

実績 会員数　487人

R３年目標値
（アクションプラン）

年齢を問わず、職業安定所との定例
的な情報交換を行う。

実績
年齢を問わず、就労に関する情報を
得るため、地域の職業安定所との定
例的な情報交換を行った。

R３年目標値
（アクションプラン）

ゲートキーパー養成講座の実施
年1回

ゲートキーパー養成講座の実施
年1回

実績

臨床心理士によるゲートキーパー養
成講座を1回実施。
（8月に教育関係者を対象に実施。
29人参加）

養成講座を受講した方に向けて、フォ
ローアップ研修を実施する。

R３年目標値
（アクションプラン）

年2回、人材バンクリストのPRを行う。

実績
前期発行分の生涯学習情報誌にお
いてPRを行った。後期発行分にも掲
載予定である。

【再掲】在宅医療・介護連携推
進事業

医療・介護・福祉の専門職等が顔の見える関係
を作りながら、お互いに学びや気づきを深め、ＩＣ
Ｔも活用しながら職種間の連携を推進します。

長寿課 ○ 基本目標２に記載

【再掲】福祉有償運送事業

高齢者、障がい者などの移動制約者の移動手
段として、ＮＰＯ法人などによる実費の範囲内で
の移送サービスを支援します。また、福祉有償
運送ドライバー認定講習会を開催し、ドライバー
不足を解消するとともに、ボランティアドライバー
の育成を目指します。

福祉課 ◎ 基本目標３に記載

【再掲】地域学校協働活動事
業

学校、保護者、地域がともに連携し、登下校時
の見守りや、授業中における障がいのある子な
どの支援を行い、地域全体で未来を担う子ども
たちの成長を支えていきます。

教育総務課 ◎ 基本目標２に記載

B
達成率＝合計点／満点×
100％

⑾

⑿

⑿

⑿

総合評価 ４０／５１点　

⑾ 農福連携事業

障がいのある人の特性をみながら、障がいのあ
る人の雇用機会を拡げるため、また、人手不足
により耕作放棄地となっている農地の有効活用
のため、他自治体で成功事例の多い農福連携
についての取組を推進し、農業を活用した雇用
機会の拡大を図ります。

福祉課
みどりの推進課

◎

障がい事業所からの農福連携
のニーズはあるものの、農業者
側での受入れ体制整備が難し
い。

継続 3-2-⑵

⑾ シルバー人材センター事業

高齢者の長年の経験や知識、能力を活かして
地域へ貢献し、健康で生きがいを感じ、働きたい
と考えている方々に就労の機会を提供します。
また、多様化する就労ニーズに応え、より多くの
高齢者に居場所と役割を持ってもらうため、シル
バー人材センターの機能強化、事業拡大を図り
ます。

長寿課 ○ 会員数の増加が課題である。 継続
引き続き、会員数の増加に努めるとと
もに、新たな事業展開を検討してい
く。

－

⑾
年齢にこだわらず、高齢者が
仕事をし続けられる仕組みづく
り

生涯現役のまちを目指し、高齢者の能力に応じ
て多様、多彩な就労の機会を、民間事業者と連
携し、確保します。

たつせがある課
長寿課

○
現段階では、高齢者の就労に
ついての民間事業者との連携
は図れていない。

継続

年齢を問わず、就労に関する情報を
得るため、地域の職業安定所との定
例的な情報交換を行い、連携してい
く。
また、民間事業者との連携について
検討していく。

－

⑾ ゲートキーパー養成講座

心の悩みを持つ人の早期発見、早期対応を図
るため、市民や専門職等が心の問題について
の知識を得て、地域での見守り等の役割を担え
るようゲートキーパーを養成します。

健康推進課 ◎
今後もゲートキーパーを養成し
ていく必要がある。

継続 －

⑿
生涯学習講師人材バンクリス
ト

各種の技能・資格をもつ人材や自分の知識・特
技を地域の生涯学習活動に活かしたいという人
材をサークル活動や講演会などで活用できるよ
う、取り組みます。

生涯学習課 ◎ － 継続
PRにおいて具体的な活用例の提示
を行い、利用促進を図る。

－


